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しかし穆1:1ら、今8，主お世界の艶き話、鞍盟事の阜織を滋らみ、
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融
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築
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憶
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滋
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育てよう

・いじめ、体節の君主を憲章とう

.毒事落差別をなくそう

・女伎の地位を蕊ぬよう

・際号葬場苦の予告さを参加と王子毒事を言電貌しよう
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。
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叩
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築
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滋
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受
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叩
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台
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憐
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。
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湾
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縫
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。
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仁
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仲
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潟
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燃
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燃
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滋
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潟
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滋
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催
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年
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燃
し
し
ま
す
。
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℃
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滅
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濯
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』品り 5
繍談B:月曜民~金曜日

午前10島幸~午後4待
合 (85)1111内線352

い
ら
い
ら
す
る
、
観
れ
な
い
‘
や
る

気
が
お
き
を
い
。
身
弥
前
に
綾
悲
し
て

も
異
常
拭
な
い
が
、
い
だ
こ
と
な
く
す
ヮ

き
り
し
な
い
。

保
持
栂
噌
ン
タ
ー
で
は
‘
そ

ι寺
ム
憎
め

れ
関
み
キ
品
持
っ
た
お
の
た
め
に
、
維
持
傷

生
中
畑
相
級
世
絞
っ
て
い
ま
す
。
心
的
一
持
ち
綴
ニ
り
や
終
箔
で
綴
ん
で
い
る
人
は

カ
や
考
え
方
か
と
つ
で
ず
い
ぶ
ん
変
わ
い
ま
せ
ん
か
。
議
忽
は
綴
制
抑
制
相
談
も
お

る
も
の
で
す
。
ひ
と
り
で
強
ま
な
い

41
受
け
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど
ヴ
ぞ

0

1
4賦
半
め
犠
川
伸
、
自
国
闘
に
E
入
者
き
然
軽
に
ご
粉
総
〈
だ
宰
勺

V
時
間
間
午
後
1
時
加
分
か
ら
3
時

を
し
、
か
た
こ
と
が
綴
せ
‘
自
立
心
も

V
申
し
込
み
咽
臨
機
予
約
。
臼
持
者
お
(
後
付
午
後
1
時
か
ら
1
時
知
分
}

め
ば
え
て
殺
弊
が
広
が
っ
て
い
き
ま
?
。
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
串
L
泌
み
保
柚
開
噌
ン
タ
i
へ
復
縁

子
ど
も
か
ら
認
が
餓
せ
な
い
時
総
で
大

V
綴
山
崎
神
経
内
科
銭
積
出
縫
線
先
生
ま
た
は
蜜
綾
お
い
寸
〈
だ
M
C
い。

留軍彊盟
噛 ち
健在建よ

〈
可乙♂ つ

薬欝きか

i灘き民却、
主宰;:子守
号みや、

援
が
般
も
淡
い
解
決
法
で
す
砂
小
学

3
、
4
年
生
で
線
こ
る
お
斎
は
‘
潟

明
な
治
療
を
す
る
と
と
は
よ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
受
校
で
曇
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
も
絡
珊
臨
時
時
絢

を
逸
し
た
り
、
中
学
生
に
な
っ
て
数

ま
つ
れ
~
場
合
に
は
、
鯵
拙
聞
は
た
い
へ

ん
箆
維
な
よ
う
で
す
。

級
品
世
毅
一
世
に
制
判
る
ま
で
に
は
例
ん

ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
も
の

で
す
。
輔
輔
が
、
そ
れ
を
敏
感
に
キ
ャ

ッ
チ
す
る
こ
と
が
好
擦
で
す
。

加
問
ん
と
な
〈
子
供
の
様
子
山
い
今
ま

で
と
溶
性
た
も
の
を
感
じ
た
り
、
ま

た
、
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

濃
い
お
母
さ
ん
方
、
一
人
で
絡
ま
な

い
P
お
気
軽
に
ご
欄
談
〈
釘
幸
い
。

d

喝
容
」
り
震
痛
撃
窃
綴

主主

身近な量室長兼法(養護)

李主主義{深呼後、体を動かす室長率}

翼耳 詞

12月5詰

{火}

12月12詩

{火}

12月1寺田

{火)

鍵
康
メ
モ

人
間
は
専
を
と
る
と
、
し
だ
い
に

骨
的
議
(
単
絞
体
制
鴨
島
た
り
の
録
的

裁
)
が
締
闘
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
努

め
織
の
減
号
t
H
が
、
同
明
ら
か
の
滋
聞
闘

で
由
情
的
に
潟
巡
し
た
校
総
が
m宵
胡
概
略
軸

畿
で
す
*
つ
ま
り
、
骨
が
続
く
な
り

e
 

「
蝉
粧
し
が
入
っ
た
よ
う
に
な
る
議
気
を

い
い
ま
す
。
そ
め
た
め
記
緩
や
臨
時
中

が
痛
ん
ど

η
、
狩
殺
が
曲

が

っ

た

り

、

事

し

や

す

占

宮

く

な

り

ま

す

包

闇

闇

哩

骨
粗
務
総
は
区
制
間
約
に
畠
畳
間

老
人
い
い
多
く
、
特
に
女
性

舗
に
多
〈
ゑ
ら
れ
ま
す
。
女
殺
で
は
開
閉

玄
後
に
起
こ
り
ゃ
す
く
、
葉
以
上

時
的
約
半
数
、
努
憶
で
は
制
裁
以
上
の

叫
約
半
数
が
品
刊
紙
縁
談
と
い
わ
れ
て
い

閉
ま
す
a

一
童
相
室
内
総
事
」
る
蓄
と
し
て

一
位
、

mwカ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
絶

叫
@
滋
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
昨
夜
一
眠

時
一
億
カ
的
低
下
ゆ
ピ
夕
、
ミ
ン
口
的
本

山
田
嶋
⑤
紙
鋭
、
出
産
い
い
よ
る
カ
ル
シ

明
ウ
ム
均
残
失
効
削
同
級
に
よ
る
女
性

向

ホ

ル

モ

ン

的

塁

率

先

量

級

品加

母

i
 

不

足

な

ど

が

あ

り

ま

す

傍

が

a
y
T
Fる
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
級
絞

予
防
・
治
幽
怖
い
い
は
食
事
療
淡
、

a品
ん
が
妨
げ
ら
れ
る
た
め
で
す
。
こ
れ
骨

議
、
深
織
が
あ
り
ま
す
。
避
け
る
た
め
に
は
、

Z
U
1
食
以
上

食

事

察

法

は

パ

ン

か

嗣

輔

副

楠

仁

す

る

と

よ

い

で

し

ゅ
カ
ル
シ
ウ
ム
:
食
生
活
が
殺
か
に
さ
つ
抱

な
っ
た
問
中
本
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
り
臼
串
品
川
市

4

ビ
タ
ミ
ン
却
は
、
ヵ

U
V
不
良
し
て
い
ま
や
九

A
H
を
作
る
大
切
ル
ゲ
ン
ウ
ム
の
吸
絞
を
促
す
大
切
な
綾

な
成
分
で
す
が
、
高
齢
に
な
る
と
吸
絞
質
で
す
が
、
食
物
に
含
ま
れ
る
定
け

寄
れ
い
い
く
く
な
る
の
で
、
た
く
冬
ん
と
で
な
く
、
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で

る
こ
と
が
必
姿
で
す
。
(
牛
乳
、
チ
I

体
内
で
合
成
さ
れ
ま
子
。

丈
、
煮
干
し
、

H
V

ヒ

き

等

〉

縫

い

遺

品

開

i
i軽
い
滋
叫
仰
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
活
動
燃
が

そ
』
レ
よ
る
3
J
W
J
I叩
綴

号

、

票

数

〈

な

り

苗

輔

副

M
M
選
開
勘
助
圃
噸
鴎
ま
す
。
撒
し
い
痛
み
が
あ

留
品
諸
事
館
官
寵
棚
沼
道
官

a電
信
品
別
る
場
合
円
以
外
は
、
な
る
べ

く
身
体
を
動
か
す
よ
う
一
に

③
良
両
閣
の
た
ん
ぱ
く
資
・
カ
ル
シ
ウ
し
ま
し
ょ
う
益
で
き
れ
ば
M
1
日
8
0

ム
と
一
議
に
と
る
k
、
ヵ
ι
グ
ン
ウ
ム
の

0
0
事
ぐ
ら
い
は
樺
き
た
い
も
の
で

幅
制
緩
が
よ
く
な
り
ま
す
命
(
牛
乳
、
卵
、
す
。

魚
、
問
、
一
一
庶
務
等
)
こ
の
よ
う
に
労
組
繋
痘
的
予
防
・

③
ピ
タ
ミ
ン

D
a
-
カ
ル
Y
ウ
ム
的
制
明
治
療
の
3
閥
郎
副
削
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

総
を
慌
が
す
火
切
な
鞠
組
閣
で
、
魚
類
に
時
党
浴
、
波
数
で
す
が
、
鈴
断
に
は

多
く
食
ま
れ
て
い
求
す
6

(

か
つ
お
、
き
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
鮮
に
桜
ら
ざ
る
を
、
ん
え

ん
ま
、
う
な
事
等
)
パ
ン
的
解
畿
や
々
な
い
の
が
淡
状
で
す
。
機
A
の
あ
る

ノ
沼
町
酬
に
も
、
ビ
タ
ミ
ン

D
め
も
と
に
場
合
む
は
、
専
門
阪
に
担
制
綴
零
れ
る

な
る
品
制
緩
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
@
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
未
相
酬
に
含
ま
れ
る
り
ン
め
と

V
醐
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
滋
約
会

り
す
き
に
は
仲
間
意
し
ま
し
ょ
町
三
リ
ン
程
〈
隙
〉
5
5
2
5

害賠接種陸

曹醒穣機関で
次のぞ子紡接Z震は室長療機燃で受けてくだ

さいa

なj室、主主総医君臨機関については、{華健

センタ…、$1¥¥言車窓口およひ静香支所!こ緩

いてある f保健セ Y ターのこ'案内Jをご覧

惨持参母子縁E養手緩と災1緩

ー惨事整期 総学的まで書華料
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い

EZ 

vt 
俗
世
山
由
民
湿
書
館
器
〈
引
開
)
1
1
f
o

@
湖
波
数
分
館
宮
(
U
Y
長
U
F
Q
b

澄
務
佐
分
鑓
惜
〈
m
抑
)
1
3
T守

勢
移
艶
闘
副
総
帥
臨
時
帥
〈
的
問
)
O舟る
Q

お

〈私の録会主主箆望号)JII幸古学豊富女子大苦手土泌HI袈i積〈話器i主主主)
ra富島毅と量量殺がよく審理認して、美しいと怒し¥!聖すJ

一一-lto..
妻子重軽

?i急事
場テ輩記 S曙

宍↓言艦

長i議
別
刷
付
棋
に
伎
殿
、
氏
名
、
電
緩

番
母
、
機
影
年
丹
、
場
所
、
H
V

と
皆
同
を
明
記
し
、
縄
漁
子
1
8

5
8
術
役
荻
広
報
広
務
総
へ
ど

う
ぞ
。
{
薄
時
間
違
宰
一
)

各

競

と

mω
イ
卒
シ
タ
の
っ
と
い

な
品
問
機
者
が
い
る
た
め
、
務
部
会
図
ラ

ン
キ
ン
グ
・
点
総
件
選
手
が
脊
っ
て
い
る
等

協
会
で
は
、
置
問
秀
者
滋
品
・
守
的
官
途
と

綾
上
競
技
綾
川
町
翁
め
餐
及
金
材
、
つ
た
め
、

吋
機
上
競
技
の
附
町
我
孫
子
ん
を
品
目
指
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
録
が
ど
こ
ま
で
の
び
る
か

a分
鴎
身
内
い
考
会
も
紫
ね
、
4
年
よ
り
に
線
開
問
大
会
会
員
の
募
綴
を
行
っ
て
い
る
の

い
う
人
で
も
、
議
品
閥
会
や
体
育
祭
な
挑
戦
し
て
い
〈
こ
と
が
で
匙
る
ス
ポ
1
へ
や
部
代
表
選
手
を
派
殺
そ
の
結
果
、
労

V
晴
雄
絡
先
陸
上
競
技
協
会
会
長
ぷ

ど
で
一
ゑ
機
命
織
っ
た
り
、
索
。
銚
ツ
で
も
あ
る
。
子
総
合
毛
後
、
女
子
総
合
2
佼
と
い
う
毘
板
一
宮
〈
的
関
}
1
6
3
5

ね
た
経
識
が
あ
る
も
の
a

経
上
競
技
険
上
鋭
技
は
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
め
な
か
鮮
成
績
を
収
め
た
め
〈
広
報
U
R
M
問
中
仇
聞
出
は
、
野
球
噛
嶋
崎
純
を
朗
自
分
し
ま
す
。

は

、

雪

つ

い

咋

た

運

動

的

認

授

と

し

で

も

花

形

的

ひ

と

つ

で

、

恥

時

間

闘

機

料

日

号

に

捻

畿

)

昨

日

て
多
鐙
多
燥
な
滋
設
が
あ
る
ス
ポ
1
5
マ
ラ
ソ
ン
が
一
行
わ
批
て
い
る
同
ほ
叫
芝
ど
ど
》
糊
淡
叫
雀
、
市
市
肉
門
小
?
.
中
怠
品
装
に
は
抽
熱
陪
芯
」
心
心
一

ツ
匂
慾
的
ス
ポ
i
ツ
と
問
糊
機
開
に
、
哨
幾
鵬
+
指
申
内
に
も
吋
γr
予
ソ
ン
迂
νどC
岳致斑附鰍鰍献綴概では

苧附災門+潟思的白熱
L
和
た
~
"
匂
、
り
あ
い
の
だ
心
な
》
い
が
、
白
怠
国
分
の
ベ

i
ス
に
A

会品甘官わせて

い
ご
味
も
お
る
a

ま
た

w

務
礼
河
内
総
走
る
ジ
9
ギ
ン
グ
愛
好
者
は
多
い
。

開
明
如
和
問
年
に
島
均
成
し
た
臨
時
上
続
枝
問
融

会
で
は
、
ジ
ョ
￥
ン
グ
愛
好
品
剰
に
呼
び

か
け
一
同
年
か
ち
附
昨
年
ま
で
一
河
口
品
?
?
ソ

ン
大
会
を
開
催
。
毎
卑
多
〈
め
市
民
が

多
滋
し
て
い
ぺ
鼎
年
か
ら
は
ぷ
制
緩

吋
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
と
大
会
議
も
出
血
更
し
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
絞
っ
た
。

こ
の
ほ
か
の
行
惑
と
し
て
は
、
，
協
会

発
足
以
来
関
倒
閣
し
て
い
た
帝
国
凡
隊
上
級

品
糊
A
慨
を
路
年
ま
で
築
物
一
時
中
幅
制
し

た
も
の
の
キ
浮
か
ら
「
市
民
総
上
続
殺

大
余
」
と
し
て
後
跡
的
L
、
中
学
生
か
ら

一
殺
の
滋
チ
ま
で
多
く
の
ガ
が
瀞
加
し

ぺ
大
会
で
は
、
県
民
体
袴
元
会
選
手
滋

第2岡親と子のふれあい教室
留;

務
総
抑
制
作
泌
総
や
野
外
孫
動
な
Y
糸

し
い
出
世
し
で
人
気
者
時
ん
マ
い
る
「
担
制

と
予
の
ふ
れ
あ
い
数
多

φ

今
年
淡
2
線

開
闘
は
、
冬
町
野
鳥
総
務
と
ハ
イ
キ
ン
グ

に
終
戦
し
ま
す
。

噂動G欄

罷上競操協議

わ
た
し
途
の
ま
ち
は
、
判
明
慌
時
と
手

掛
H
沼
に
は
さ
ま
れ
桶
水
と
録
に
態
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
、
渡
り
腐
を
は
ヒ
め
多
く

の
野
鳥
的
宗
織
と
な
っ
て
い
ま
す
a

絡

に
今
の
時
織
は
、
?
庁
ゆ
で
や
コ
方
そ
な

ど
の
カ
モ
糊
閥
、
サ
ギ
類
、
京
の
ぬ
オ
オ

パ
ン
な
ど
油
揚
ぷ
ト
仰
の
鵬
削
刷
局
が
手
相
民
知
市

町
本
隊
で
明
判
長
徐
め
て
い
る
幾
金
総
察

す
る
こ
と
が
で
草
ま
ず
。

予
制
民
倒
的
の
ほ
と
り
を
柑
晴
子
守
ハ
イ
キ

ン
グ
し
な
が
ら
キ
為
的
総
察
を
し
て
み

ま
吐
ん
か
a

高
一
5
は
、
換
に
縦
し
い
3

務
的
学
芸
自
民
が
、
齢
制
蕊
緩
察
の
方
総
合

制
時
晶
押
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
事
加

く
だ
き
い
。

V
開
H
略

目
M
R凶
日
(
a
M
)

や愉刷
9
時
部

分
か
ら
午
後
3
時

V
募
集
人
数
親
子
部
抑
制
(
先
藩
原
)

議
中
学
生
以
上
的
方
ほ
、
本
人
ど
け
で

も
和
初
で
き
ま
す
匂

V
品
世
加
融
開
品
開
科

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
昨
日
月
6

日
(
浅
ま

rに
後
五
詰
で
‘
掛
判
鳴
婆
民
会

叫
札
余
教
育
課
嚇
H
h
y
年
内
附
宮
(
部
)
1
1
5

1
へ
嚇
し
、
交
で
〈
だ
き
い
。

L園

母
体
ザ
か
ら
大
会
名
毒
液

わ
リ
、
畿
大
に
狩
わ
れ

た
務
審
マ
ラ

y
ン
大
会
。

③
一
般
*
数
年
の
怒

⑮
フ
ァ
ミ
リ
4
抑
制
師

ワ臼
一
可
ム
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